
クエルセチン

　
1.食品添加物名
　クエルセチン(Quercetin)

2.基原・製法・本質
　「ルチン(抽出物)」を、酵素又は酸性水溶液で加水分解して得られたものである。成分はクエル
セチンである。

3.主な用途
　酸化防止剤

4.安全性試験成績の概要
(1)反復投与/発がん性試験
　F344 ラットを用いた混餌(0.1、0.2%)投与による 64 週間の反復投与試験において、検体投与
に起因する毒性学的影響は認められていない3)。
　ラットを用いた混餌(0.25、0.5、1%)投与による410日間の反復投与試験において、検体投与
に起因する毒性学的影響は認められていない。無毒性量は500mg/kg/dayと考えられる7)。
　ddY マウスを用いた混餌(2%)投与による発がん性試験において、発がん性は認められていない
1)。
　A/JJms マウスを用いた混餌(5%)投与による肺腫傷を指標とする 23 週間の発がん性試験にお
いて、発がん性は認められていない2)。
　F344 ラットを用いた混餌(0.1%)投与による 540 日間の発がん性試験において、発がん性は認
められていない4)。
　ACIラットを用いた混餌(1、5%)投与による540日間の発がん性試験において、5%投与群で有
意な体重増加抑制が観察されたのみで、発がん性は認められていない5)。
　ACI ラットを用いた混餌(10%)投与による 850 日間の発がん性試験において、発がん性は認め
られていない5)。
　ゴールデンハムスターを用いた混餌(10%)投与による 735 日間の発がん性試験において、発が
ん性は認められていない6)。

(2)繁殖試験
　F344 ラットを用いた混餌(0.1、0.2%)投与による 64 日間の反復投与試験の中で繁殖能(分
娩、生存児率、ほ育率等)に及ぼす影響を調べた試験において、検体投与に起因する毒性学的影響
は認められていない。無毒性量は100mg/kg/dayと考えられる3)。

(3)催奇形性試験
　SDラットを用いた妊娠9日の単回経口(2、20、200、2,000mg/kg)投与及び妊娠6～15 日の反
復経口(2、20、200、2,000mg/kg)投与による催奇形性試験において、単回経口投与の 200、
2,000mg/kg投与群、反復経口投与の2、2,000mg/kg投与群の胎児重量が対照群と比較して有意
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に低かったが、生存胎児数に差はなく、催奇形性は認められていないl0)。

(4)変異原性試験
　サルモネラ菌株 TA100 あるいは TA98 を用いた復帰変異試験では、陽性の結果が報告されて
いる3),8)。マウスを用いた小核試験では、クエルセチン 100～1000mg/kg の強制経口投与若し
くは腹腔内投与、またはクエルセチン5%、10%混餌投与による骨髄または末梢血の赤血球につい
ての検討結果は、いずれも陰性と判断される9)。クエルセチン 250mg/kg腹腔内投与したウサギ
について末梢血リンパ球を用いた姉妹染色分体交換試験の結果は、陰性と判断される9)。
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